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2021 年 4 月 15 日 

株式会社マーキュロップ 
 

 

4/20 山梨で環境貢献の表彰とリターナブル工場見学 

～回収率 99％でプラ削減、エコマークアワード「優秀賞」受賞～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     アワード受賞トロフィー         天然水生産の様子 

 

ウォーターサーバーによる天然水宅配サービスを提供する株式会社マーキュロップ（本社：東京都中央

区、代表取締役社⾧：田邊将宏）は、公益財団法人日本環境協会によるエコマークアワードで「優秀賞」

を受賞し、2021 年 4 月 20 日（火）13 時から当社富士河口湖工場（山梨県富士河口湖町）で表彰式に代

わり、個別に賞状・トロフィー授与が行われます。コロナウイルス感染拡大防止のため式典は実施せず、

日本環境協会が企業を個別訪問して表彰が行われます。 

 

 

■１．環境配慮の実績で「優秀賞」受賞 

エコマークアワードは、環境配慮商品の普及に関する優れた事例を公表し、持続可能

な社会の実現に寄与する目的で実施され、2020 年度で 10 年目を迎えた表彰制度で

す。当社が天然水の容器に、繰り返し使用するリターナブル（※1）ボトルを採用し、

99％以上の回収によりプラスチックごみの削減に努めている他、ボトルやウォータ

ーサーバーは廃棄時も再生材料となって別の製品へ再利用されるなど、事業を通して

の継続的な環境配慮と資源循環の取り組みが評価されました。 

 

プレスリリース 
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2011 年には天然水を宅配するウォーターサーバーの会社としては唯一「エコマーク認定」を取得してい

ます。創業時から⾧年に渡る環境配慮の取り組みが評価され、この度エコマークアワード 2020 で「優秀

賞」を受賞しました。4 月 20 日の個別訪問による表彰では、日本環境協会エコマーク事務局から事務局

⾧を含む 3 名（予定）が、当社富士河口湖工場へ来社され、当社工場⾧による工場見学や解説後に、賞状

とトロフィーの授与が行われます。 

※1．リターナブルとは、返却・回収され再利用が可能なこと 

 

■２．リターナブルボトルを 99.5％回収 

今、使い捨てのボトルと段ボール梱包を採用するウォー

ターサーバー事業者が増えていますが、当社はボトル、

ケースともにリターナブルを続けています。環境配慮の

取り組みに共感いただけるお客様が非常に多く、天然水

を飲み終えた後のボトルも 99.5％（※2）を回収してい

ます。一般に PET ボトルの回収率は 85.8％（※3）とさ

れている中、当社では確かにボトルを回収し、富士河口

湖工場で検品・検査の後、洗浄殺菌し、安全で衛生的な

ボトルだけを繰り返し使用しています。 

※2．当社工場から営業所への天然水納品数に対する空ボトル回収数の割合は、2020 年 4 月から 2021 年 3 月の 1 年間で 99.5％。 

※3．PET ボトルリサイクル推進協議会による 2019 年度 PET ボトルのリサイクル率（販売量に対する回収量の割合） 

http://www.petbottle-rec.gr.jp/data/calculate.html 

 

 

■3．役目を終えた後は 100％がリサイクル事業者へ 

ボトル、ケース、ウォーターサーバーともに、役目を終えた後はその 100％が当社工場または営業所から

適切なリサイクル事業者へ渡り、マテリアルリサイクル（※4）されています。ステンレスやプラスチッ

ク類など素材別に分類され、それぞれ再生原料として利用しやすい形状に加工され、別の新しい製品へ

と生まれ変わります。特にボトルの素材はリサイクル事業者からも「日本で飲料水に使用されていたボ

トルは、品質もよくキレイなためリサイクル資材として重宝されている」と言われています。 

※4.マテリアルリサイクルとは、廃棄する製品資源を原料として別の製品へ再生利用すること。「材料再生」、「再資源化」などと

呼ばれる。 
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【表彰と工場見学について】 

日 時：2021 年 4 月 20 日（火）13 時から 14 時予定 

場 所：株式会社マーキュロップ 富士河口湖工場（山梨県南都留郡富士河口湖町船津 6618-1） 

参加者：日本環境協会 エコマーク事務局 3 名予定 

株式会社マーキュロップ 富士河口湖工場⾧ 柳 仁 ／ 本社 経営企画室 室⾧ 岡本彩 

内 容： 

・ご挨拶等 

・工場見学（リターナブルから天然水の充填まで生産の様子をご見学いただきます） 

・表彰（日本環境協会による賞状とトロフィー授与が行われます） 

 

【エコマークアワードとは】 

エコマークアワードは、日本環境協会が 2010 年度に創設した表彰制度です。環境配慮商品の普及に関

する優れた事例を広く公表するとともに、エコマーク商品のより一層の普及拡大を通じて、持続可能な

社会の実現に寄与することを目的としています。エコマークを通じて「消費者の環境を意識した商品選

択、企業の環境改善努力による、持続可能な社会の形成」に大きく寄与する取り組みをした企業・団体

等を表彰します。2020 年度は当社の他、東レ株式会社、青山商事株式会社、王子製紙株式会社、兼松

サステック株式会社、キヤノン株式会社/キヤノンマーケティングジャパン株式会社の計 6 社が選ばれ

ました。表彰は 2021 年 1 月以降、各受賞者に対し個別に賞状・トロフィーが授与されます。 

日本環境協会エコマークアワード 2020 紹介ページ https://www.ecomark.jp/award/2020/ 

 

 

【エコマークアワード選考委員会による評価コメント】 

全国 18 都府県に拠点を持つ天然水宅配サービス企業の株式会社マーキュロップは、2011 年にリター

ナブルのウォーターボトルにてエコマーク認定を取得した。同業態において返却の必要がないワンウ

ェイボトルの使用も増えるなか、ボトルを繰り返し使うことによるプラスチックごみの削減に取り組

み、2004 年の創業当時から、着実に繰り返し使用の実績を積み重ねている。また、ボトルのリユース

だけでなく、役目を終えたウォーターサーバーはプラスチックや金属類のリサイクルによる再商品化

し、資源循環を進めている。天然水を扱う事業のため採水する地域とともに発展したいとの思いから、

町との災害時協定の締結や、工場見学ツアー等を通じた観光産業への相互協力など、地域社会への貢

献に積極的に取り組んでいる点も高く評価された。 

 

 

 



4 

■株式会社マーキュロップについて 

当社は、家庭向けに天然水の製造・販売、ウォーターサーバーの設置・メンテナンスまで自社一貫体制で運営

する会社です。企業グループとしての創業は天保 6 年（西暦 1835 年）。時代の変化とともに事業領域を転換

して来た歴史があります。当社はその中の 1 社として創業しており、時代を経ても変わらないグループ共通の

価値観として、お客様おひとりおひとりの要望に向き合う「ホスピタリティ」を大切にしています。 

「未来をはぐくむ天然水」をブランドメッセージとして、人と社会にやさしい事業運営に努めてきました。ボ

トルのリターナブルからウォーターサーバーのメンテナンス体制、また役目を終えた後のリサイクルまで、環

境にやさしい循環型システムで運営しております。ボトルの回収などお客様の日頃のご協力に感謝するとと

もに、今後もより一層の環境配慮や社会貢献、またお客様の健康づくりに貢献して参ります。 

 

会社名   株式会社マーキュロップ 

代表者   代表取締役社⾧ 田邊将宏 

所在地   東京都中央区日本橋箱崎町 5-11 ユニバーサルビル 8F 

会社設立  2004 年 3 月 

主な事業  天然水の製造販売、ウォーターサーバー事業 

 

【取材お申込について】 

(1) 現地取材：4 月 20 日（火）13 時～14 時  

山梨県富士河口湖町船津 6618-1（アクセス 河口湖 I.C.から車で約 15 分） 

※新型コロナウイルスの状況等により、日程や対応方法を変更させていただく場合がございます。 

※そのため、下記の担当宛てに事前に取材のご予約をお願いします。 

 

(2) オンライン取材：日程調整のうえオンライン取材や素材提供など対応させていただきます。 

 

 

取材に関するお問い合わせ先 

 
株式会社マーキュロップ 経営企画室：岡本 

電話：03-3660-1621   
 
 


